
教職員による自己評価 (評価　[1：よくあてはまる　２：ややあてはまる　３：あまりあてはまらない　４：まったくあてはまらない]　肯定率１＋２の割合の合計）

肯定率 評価 肯定率 評価

学校運営 私学の独自性 1 教育目標
私は、本校の教育理念や目標、将来ビジョンを理解し、教育活動にあ

たっている
98%

1-54%

2-44%

 3- 3%

4- 0%

97%

1-53%

2-44%

 3- 4%

4- 0%

学校運営 私学の独自性 2 教育方針・目標 本校では、教育方針・目標が教職員、生徒、保護者に浸透している 75%↓

1- 6%

2-69%

 3-21%

4- 4%

82%

1-15%

2-67%

 3-15%

4- 3%

学校運営 私学の独自性 3 愛校心 本校の在校生・卒業生は、学校に誇りを持っている 78%

1-10%

2-68%

 3-20%

4- 3%

78%

1-15%

2-63%

 3-19%

4- 3%

学校運営 教育課程 4 コンプライアンス
本校は、教育課程は学習指導要領に沿って作成されるなど、関係法令

を遵守している
91%

1-41%

2-50%

 3- 6%

4- 3%

95%

1-44%

2-51%

 3- 5%

4- 0%

学校運営 教育課程 5 年間行事計画 本校では、年間行事計画にしたがって、教育活動が行われている 97%

1-56%

2-41%

 3- 3%

4- 0%

95%

1-53%

2-42%

 3- 5%

4- 0%

学校運営 教員の連携 6 会議の有効性
本校では、各種会議(職員会議・学年・分掌・教科会議など）は、情

報交換と課題検討の場として有効に機能している
69%

1-16%

2-53%

 3-28%

4- 4%

71%

1-22%

2-49%

 3-26%

4- 4%

学校運営 教員の連携 7
本校では、教員間の年度ごと担当ごとの適切な引継ぎがなされ、相互

理解や信頼関係のもと、教育活動が行われている
64%↑

1-11%

2-53%

 3-26%

4-10%

59%

1-10%

2-49%

 3-37%

4- 4%

学校運営 教員の連携 8 教員と事務職員の連携
本校では、教員と事務職員の相互理解と連携がとれており、必要な情

報交換が行われている
83%↑

1-24%

2-59%

 3-18%

4- 0%

76%

1-17%

2-59%

 3-21%

4- 4%

学校運営 情報公開 9 ホームページの活用
本校では、ホームページで可能な範囲の情報を公開する体制ができて

いる
93%

1-38%

2-55%

 3- 6%

4- 1%

96%

1-46%

2-50%

 3- 4%

4- 0%

学校運営 情報公開 10 志願者への広報活動 本校は、志願者に対して教育活動を理解する機会を与えている 98%↑

1-60%

2-38%

 3- 3%

4- 0%

93%

1-53%

2-40%

 3- 6%

4- 1%

学校運営 危機管理 11 役割分担・対応
本校では、非常事態に対処する役割分担が明確で、周知されており、

安全対策がとられている
78%↑

1-18%

2-60%

 3-19%

4- 4%

69%

1-15%

2-54%

 3-26%

4- 5%

学校運営 情報管理 12 個人情報 本校では、個人情報の管理について配慮がなされている 87%

1-29%

2-58%

 3-14%

4- 0%

87%

1-37%

2-50%

 3-12%

4- 1%

教育活動 学習指導 13 授業規律 私は、授業規律の改善に努めている 99%

1-68%

2-31%

 3- 1%

4- 0%

100%

1-60%

2-40%

 3- 0%

4- 0%

教育活動 学習指導 14 教科指導
私は、指導計画案に沿った学習計画を生徒に示し、ほぼそれに沿った

進度で教科指導ができている
97%

1-44%

2-53%

 3- 4%

4- 0%

95%

1-37%

2-58%

 3- 5%

4- 0%

教育活動 学習指導 15 家庭学習
私は、宿題や課題を適切に出すなどして、生徒の家庭での学習（予

習・復習）習慣の定着をはかっている
86%↓

1-40%

2-46%

 3-13%

4- 1%

93%

1-31%

2-62%

 3- 8%

4- 0%

教育活動 学習指導 16 ICT活用
私は、ICTを活用して、生徒が興味を持ち、授業内容の理解を深める

など授業が効果的に行えるよう工夫している
81%↓

1-40%

2-41%

 3-19%

4- 0%

88%

1-26%

2-62%

 3-13%

4- 0%

教育活動 学習指導 17 学習フォロー
私は、到達度の低い生徒に対する学習フォローに努め、意欲や関心を

高める等、生徒の学習状況の改善に努めている
95%

1-36%

2-59%

 3- 5%

4- 0%

94%

1-32%

2-62%

 3- 6%

4- 0%

教育活動 進路指導 18 生徒理解と保護者との連携
私は、生徒の学習状況・課題や進路目標を把握するとともに、生徒の

状況について保護者と共通認識をもっている
84%↓

1-29%

2-55%

 3-16%

4- 0%

91%

1-26%

2-65%

 3- 9%

4- 0%

教育活動 進路指導 19 進路情報の蓄積と活用
本校では、生徒が適性に応じて進路選択できるように、必要な情報を

提供したり、大学との交流などを行っている
91%

1-41%

2-50%

 3- 9%

4- 0%

94%

1-32%

2-62%

 3- 6%

4- 0%

教育活動 進路指導 20 キャリア教育
本校では、将来の職業についても興味関心を持てるように、学年に応

じたキャリア教育を行っている
93%

1-49%

2-44%

 3- 6%

4- 1%

93%

1-40%

2-53%

 3- 8%

4- 0%

教育活動 進路指導 21 個別指導
本校では、生徒の成績情報の蓄積と学習課題の分析に努め、それぞれ

の生徒に応じた適切な進路指導を行っている
89%

1-33%

2-56%

 3- 9%

4- 3%

90%

1-35%

2-55%

 3-10%

4- 0%

教育活動 生徒指導 22 指導方針の一貫性
私は、本校の生活指導の基本方針を理解し、生徒の人格をも尊重しつ

つ生徒指導にあたっている
98%

1-54%

2-44%

 3- 3%

4- 0%

98%

1-53%

2-46%

 3- 2%

4- 0%

教育活動 生徒指導 23 家庭との連携指導
私は、生徒指導にあたっては、常に家庭と綿密な連絡を取り、その指

導にあたっている
94%

1-51%

2-43%

 3- 5%

4- 1%

93%

1-47%

2-46%

 3- 6%

4- 0%

教育活動 生徒指導 24 問題行動の防止・服装指導
私は、問題行動を未然に防ぐ教育や、服装・頭髪指導を適切に行い、

快適な学習環境と規律ある校風の確立に努めている
96%

1-51%

2-45%

 3- 3%

4- 1%

98%

1-51%

2-46%

 3- 1%

4- 1%

教育活動 生徒指導 25 挨拶・マナー指導
私は、生徒に挨拶の大切さを教え、基本的生活習慣の定着とマナーの

向上に積極的に努めている。
95%

1-54%

2-41%

 3- 3%

4- 3%

96%

1-50%

2-46%

 3- 4%

4- 0%

分　　類 評価の観点
2023年 2022年

No、 評　価　項　目 設　　　　　　　　問 取り組みと課題

教員間で教育理念・目標を共有しながら、教育

活動を実施できているが、教育方針や目標が教

職員、生徒、保護者に浸透していないと考える

教員の割合が増えている。教員が本校の教育方

針をもとに、工夫を重ねながら、それぞれの学

年・コースで独自の教育を展開していった成果

を、しっかりと生徒・保護者に伝えていく努力

が必要である。また教育方針・目標にそった教

育実践ができているのかについては、常にPDCA

に沿って評価・点検する必要がある。

教員が授業力をさらに高めると同時に、ひとり

ひとりの生徒に寄り添った指導をおこなうこと

などを通じて、愛校心の醸成を図っていきた

い。

新しい教育課程を、学習指導要領の趣旨や私学

の独自性も踏まえながら、適切に編成すること

ができている。またコロナの制限がなくなった

ことで、年間行事計画にしたがって教育活動を

すすめることができた。夏のマルタ島研修や、

春の一貫高校１年生を対象としたオーストラリ

アでの海外語学研修についても計画通りに実施

でき、どちらも生徒の満足度が高かった。

各種会議を定期的に開催し、ここ２年間の反省

をもとに教職員間の情報共有をすすめながら、

学校運営を円滑におこなうことができるように

なってきている。しかし学外評価委員からは

「学校全体のビジョンの共有と、そのビジョン

に対する取り組みにおいて、できるだけベクト

ルをそろえる必要がある。学年色が強すぎる傾

向を随所に感じる」と評価されている。学内掲

示板などを活用しながら、学年間のさらなる情

報共有に努めていきたい。

またICT委員会を中心に、PCを活用した業務の引

き継ぎのほか、業務の効率化をすすめている

が、これらを活用できていない教員もいる。多

様な研修の機会を設けることで、こうした課題

の解決を図りたい。

各担当者によりホームページで適切な情報を公

開する体制を強化した。また少人数制の見学会

を効果的に開催し、中学校では入試問題体験会

を実施するなど、中高とも志願者のニーズに

あった説明会や見学会などを計画することがで

きた。今後はSNS等の活用も含めて、情報公開・

広報活動のいっそうの充実を図る必要がある。

防火防災のための危機管理体制の整備をすす

め、効果的な避難訓練を実施することができ

た。今後は、防火防災以外の多様な危機を想定

した、学校としての危機管理体制の整備と実践

的訓練の整備が急がれる。

法令に基づき個人情報を適切に管理できている

が、学校は多様な情報を扱う場であることを常

に意識し、教育活動をすすめていかなければな

らない。

授業評価アンケートを活用しながら、教員が高

い意識をもって授業の改善に取り組むことで、

授業規律がしっかりと維持できている。

新しい学習指導要領に沿ってシラバスを作成

し、シラバスに即した授業を展開することがで

きているが、宿題や課題を通じての学習内容の

定着が図れていないと回答する割合が増えてい

ることは、今後の課題である。さらなる授業改

善をめざし、教員個々がオンラインでの研修を

推進するとともに、学外評価委員からの提言に

もある「外部人材を活用した新たな研修体制の

構築」を図っていきたい。

ICT委員会を中心にChromebookやノートPCを使っ

た授業等の研究がいっそうすすみ、対話的で深

い学びを意識した双方向の授業が数多く展開さ

れているが、ICT機器やプロジェクターを活用し

て授業改善に努めている教員の数は頭打ちと

なっている。他校の実践例なども参考にしなが

ら、ICTに関する研修体制を整備する必要があ

る。

習熟度別の補習・講習を取り入れながら、生徒

の学習状況の改善を図った。ICTの活用等によ

り、個別指導の取り組みをいっそう強めていく

必要がある。

進路アンケートだけでなく、担任は面談等の機

会を通じて生徒一人一人の学習状況や進路希望

を把握できているが、保護者との情報共有はで

きていないと考える教員が増えている。学年通

信による情報発信以外にも、ICT機器などを活用

して保護者に情報を発信する機会を増やしてい

く必要がある。

国公立大学の推薦入試プロジェクトを多くの教

員で組織し、またそれぞれの進路目標にあった

補習・講習・校内予備校のいっそうの充実に努

めたことで、過去最高の国公立大学への合格者

を輩出することができた。

国公立大学の合格者のさらなる増加をめざし、

補習・補講に加えて、放課後学習会や校内予備

校などの取り組みを強化し、参加者を増やして

いく必要がある。また総合的学習の時間、総合

的探究の時間での取り組みを進路意識の向上

や、難関大学への進路実現につなげることがで

きるよう、指導の充実を図りたい。

問題行動を未然に防ぐため、生徒の人権に配慮

しながら、校訓にもとづく日常の生活指導の徹

底を図ることができており、生徒の遵法意識も

年々高まっている。

すべての学年で情報モラル講座を開催し、情報

倫理の育成に努めた。またネット上のトラブル

を未然に防止するため、ネットパトロールと連

携しながら生徒指導をすすめ、問題行動やトラ

ブルが発覚した場合も、迅速に対応できてい

る。ただ問題行動が発生した場合の対応につい

て、学年内や学年と生徒指導部との情報共有が

できていない場面もみられる。教員相互の連携

を強めるなかで、問題行動が発生した場合に迅

速な指導が行えるような体制整備を図っていき

たい。また日常の生活指導に加えて、作法指導

や総合的な探究の時間での活動を通じて、生徒

のマナーの向上に積極的に取り組んでいく必要

がある。



肯定率 評価 肯定率 評価
分　　類 評価の観点

2023年 2022年
No、 評　価　項　目 設　　　　　　　　問 取り組みと課題

教育活動 国際理解教育 26 国際理解教育への取り組み 本校では、グローバル化に対応した教育や行事を実践している 80%

1-35%

2-45%

 3-18%

4- 3%

77%

1-19%

2-58%

 3-21%

4- 1%

教育活動 人権教育 27 人権教育への取り組み
本校では、いじめ、人権侵害や差別意識の助長を許さない教育が行わ

れ、生徒の人格が尊重されている
94%

1-45%

2-49%

 3- 5%

4- 1%

92%

1-45%

2-47%

 3- 8%

4- 0%

教育活動 防災教育 28 防災・安全意識
本校では、避難訓練をおこなうなどして、生徒・教職員の防災・安全

意識を高めている
93%

1-45%

2-48%

 3- 8%

4- 0%

91%

1-47%

2-44%

 3- 8%

4- 1%

教育活動 健康教育 29 心のケア
本校では、不登校生の生徒や生徒の抱える心理的問題に対して、その

実情をつかみ必要な対応がなされている
91%↑

1-36%

2-55%

 3- 9%

4- 0%

85%

1-40%

2-45%

 3-10%

4- 0%

教育活動 健康教育 30 保健・健康指導
本校では、生徒の健康状態を把握し、必要な健康指導をおこなうな

ど、生徒が健全な学校生活が送れるよう努めている
97%↑

1-43%

2-54%

 3- 4%

4- 0%

85%

1-40%

2-45%

 3-10%

4- 5%

教育活動 特別活動 31 生徒会活動支援状況
本校では、生徒会活動が生徒の主体的活動として発展するよう支援し

ている
83%↑

1-25%

2-58%

 3-16%

4- 1%

76%

1-27%

2-49%

 3-23%

4- 1%

教育活動 特別活動 32 クラブ活動支援状況
本校では、クラブ活動の役割を重視し、生徒が参加・活動できるよう

に努め、学校で決めたガイドラインに沿って活動している
89%↑

1-34%

2-55%

 3-10%

4- 1%

79%

1-35%

2-44%

 3-19%

4- 3%

教育活動 特別活動 33 学校行事
本校では、それぞれの学校行事を年間教育計画の中に位置づけ、生徒

が積極的に参加できるように指導している。
90%↑

1-41%

2-49%

 3-10%

4- 0%

82%

1-35%

2-47%

 3-17%

4- 1%

教育活動 特別活動 34 考える学びと社会貢献
本校では、「考えるを、学ぶ。」学校として工夫された行事を通し

て、社会に貢献できる人財の育成につとめている。
84%↑

1-30%

2-54%

 3-15%

4- 1%

79%

1-29%

2-50%

 3-18%

4- 3%

その他 教員研修 35 授業改善
私は、教員同士の授業相互見学に参加するなど、授業力アップに積極

的に努めている。
80%

1-26%

2-54%

 3-18%

4- 3%

77%

1-24%

2-53%

 3-23%

4- 3%

その他 教員研修 36 校内研修
本校では、校内研修やそれぞれの場面でのOJT(On the jod

training)を実施し、教育力向上に努めている。
72%

1-18%

2-54%

 3-28%

4- 1%

74%

1-15%

2-59%

 3-26%

4- 0%

その他 保護者との連携 37 育友会活動
本校では、育友会活動が盛んで、保護者の学校教育への理解と協力が

進んでいる。
77%

1-21%

2-56%

 3-21%

4- 1%

73%

1-18%

2-53%

 3-24%

4- 5%

その他 保護者との連携 38 保護者への公開 本校では、保護者などへの授業や行事が公開されている。 97%↑

1-66%

2-31%

 3- 3%

4- 0%

79%

1-33%

2-46%

 3-19%

4- 1%

その他 設備施設 39 施設管理
本校では、施設設備については、日常的に点検・補修を行い、適切に

管理している。
87%↑

1-38%

2-49%

 3-11%

4- 3%

81%

1-36%

2-45%

 3-17%

4- 3%

その他 設備施設 40 学習環境・美化
本校では、生徒に清掃、校内美化に取り組ませ、施設設備を大切にす

る心を養っている。
75%↓

1-24%

2-51%

 3-21%

4- 4%

80%
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高校での海外語学研修を計画し、実施すること

ができたのは大きな成果といえる。また海外大

学の指定校推薦制度を導入し、実際に進学する

生徒もでてきている。次年度は指定校推薦制度

を本格的に運用し、海外大学への進学のニーズ

にも応えていきたい。

これまでコロナ禍で計画通りにすすめることが

できなかった育友会行事を再開し、特に秋の育

友会主催の一日旅行は、中高とも多くの参加者

を集めることができた。また役員を中心に育友

会全体で教育活動に十分な協力をいただくこと

ができた。

本年度は学年ごとに学期に１回の授業公開日を

設け、多くの保護者が来校された。次年度は本

年の状況の検証をふまえ、効果的に授業公開日

を設定していきたい。

消防署の指導に沿った備品配置をおこない、ま

た備品調査を徹底するなど、法令をもとに施設

設備の維持・管理を図った。今後は雨天後の状

況などを鑑みると、グラウンドの整備を優先的

におこなう必要がある。

生徒による清掃活動をさらに徹底することで、

施設設備をいっそう大切にする心を育成した

い。

学校における多様性の確保をめざし、生徒の人

権を重んじながら、校則や校内ルールの見直し

をすすめている。今後は教員や生徒を対象とし

た研修体制を、いっそう整備していく必要があ

る。

年２回の避難訓練を実施したほか、中学生には

継続的に防災学習を実施し、防災意識の向上を

図った。高校生に対する防災学習をいかに推進

するのかが、今後の課題にあげられる。

学校カウンセラーと連携を図りながら、生徒の

抱える心理的問題の解決に向けて、学校全体で

取り組むことができている。今後は、多様な生

徒に適切に対応できるよう、カウンセリング研

修の充実を図っていきたい。また生徒の健康状

態を把握するため、学級担任を中心に対面での

生徒の健康観察をすすめ、感染症に対しても迅

速な対応がとれている。

文化祭・体育祭などの行事を、中高ともに生徒

会を中心に生徒主体で運営することができた。

今後は計画段階から、教員の適切な指導のもと

生徒主体ですすめることができるよう準備し、

生徒が達成感を持てるような、生徒主体の工夫

された行事の実現をめざしていきたい。

本年も多くのクラブ活動が全国大会に出場し、

また地域活性部が全国レベルの表彰を受けるな

ど、大きな成果を収めた。今後は生徒や教員の

健康面にも配慮しながら、クラブ活動のガイド

ラインに沿った活動ができているのかを検証し

ていく必要がある。

本年度、生徒会が中心となって実施した能登半

島地震の被災者救援の募金活動や書写養護学校

との交流会のようなボランディア行事など、社

会に貢献する活動の充実に努めたい。

定期的に研究授業を実施したり、オンラインで

の教員研修を日常的にすすめることで、教員

個々の授業力の向上を図った。

教員の研修時間を確保するための時間割編成に

ついての研究をすすめ、可能なところから実施

した。

次年度はオンライン研修のより効果的な活用を

検討するとともに、外部人材の活用も視野に入

れながら、教員の授業力のさらなる向上に努め

たい。


